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「秋田大学みらい創造基金学生海外派遣支援事業」帰国報告書 

記入日： 2020年 1月 24日 

 

所属： 教育文化学部 地域文化学科・人間文化コース 3年 

氏名：齋藤 健 

派遣先大学名（国）ニューファンドランドメモリアル大学(カナダ) 

在籍身分：交換留学 

派遣期間：約 1年 

渡航年月日：2018年 12月 31日 

帰国年月日：2019年 12月 25日 

 

○派遣先大学における授業等の履修状況 

【１学期】 時間割 （   2019 年  1 月 ～   2019 年   4 月） 

  9:30～11:20 11:30～12:20 12:30～13:20 13:30～15:20 15:30～17:20 

月 

Discussion 

Groups 

(10:30～11:20) 

Integ.Skills   
Language Lab 

(13:30～14:20) 

Culture and 

Society 

(14:30～16:20) 

火 
Integ. Skill 

(10:30～11:20) 
  Psychology1000 

Integ.Skills 

(14:30～15:20) 

Psychology 

Tutorial 

(15:30～16:20) 

水 Integ.Skills Grammar&Vocab   
Language Lab 

(13:30～14:20) 
ＢＩＧ TALK 

木 
Integ.Skills 

(9:30～10:20) 
Grammar&Vocab Psychology1000 

Integ.Skills 

(13:30～14:20) 

Discussion 

Groups 

(16:30～1720) 

金 
Integ.Skills 

(10:30～11:20) 
Grammar&Vocab Psychology1000 

Integ.Skills・ 

Psychology 

Tutorial 
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【3 学期】 時間割 （    2019 年  9 月 ～    2019 年   12 月） 

  10:00～11:00 11:00～12:00 12:00～13:00 13:00～14:00 14:00～15:00 

月 
LING1105 

(10:00-10:50) 
    

LING1104 

(1:00-1:50) 

ENGL2150 

(2:00-2:50) 

火   
ENGL2218 

(10:30-11:45) 
  

LING1104 

(1:00-1:50) 
  

水 
LING1105 

(10:00-10:50) 
      

ENGL2150 

(2:00-2:50) 

木   
ENGL2218 

(10:30-11:45) 
  

LING1104 

(1:00-1:50) 
  

金 
LING1105 

(10:00-10:50) 
      

ENGL2150 

(2:00-2:50) 

 

単位数： 3単位×8学部授業＝24単位 

 

【以下について，様式任意 1,000字程度】 

○研究・学習概要及び今後の勉学計画 

   留学先の大学では主に文学と言語学に関する授業を受講していました。言語学

は春セメスターに言語学について広く浅く学ぶイントロダクションのコースを受

講し、その次のセメスターで自分が興味を持った専門的な言語学の分野を受講し

ました。受講したのは言葉の歴史や起源を勉強する Etymologyと音韻について勉

強する Phonologyになります。どちらも英語を第二言語として学ぶ自分にとって

有意義な時間となりました。また、言語学とは別に文学の授業も受講していまし

【２学期】 時間割 （    2019 年  5 月 ～    2019 年   8 月） 

  10:00～11:00 11:00～12:00 12:00～13:00 14:00～15:00 15:00～16:00 

月 
ENGL1090 

(10:00-10:50) 
      

ENGL1020 

（3:30-4:45） 

火   
LING1100 

(10:30-11:45) 
      

水 
ENGL1090 

(10:00-10:50) 
      

ENGL1020 

（3:30-4:45） 

木   
LING1100 

(10:30-11:45) 
      

金 
ENGL1090 

(10:00-10:50) 
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た。春セメスターに短編小説のクラスとエッセイライティングに関する授業を取

り、秋のセメスターにカナダ文学とアメリカ文学の 2つの授業を受講しました。̀

どちらのクラスも短編小説からポエム、長編小説を扱っていたので様々なジャン

ルの作品に出会うことができました。いずれのクラスも宿題としてエッセイの提

出があったため以前に受講したエッセイライティングの授業が大変役に立ち、な

んとか乗り越えることができました。特に自分は将来文学について研究したいと

考えているので、現地での文学の授業は大変貴重な体験となりました。今後は現

地で得た知識を最大限活用し卒業研究につなげていきたいと考えています。 

 

○生活面について 

   最初のセメスターは違うキャンパスで生活をしていました。その際は寮に住

んでいたため同じフロアに住んでいる現地の学生や留学生と多くの交流ができ

ました。その次のセメスターからはもう一つのキャンパスに移り住み、3人でル

ームシェアを始めました。とてもフレンドリーなルームメイトと出会うことがで

き、会話をする人がいないなどの不便な状況には全くなりませんでした。最後の

セメスターからはメモリアル大学の水泳部に所属し自分の好きな水泳を通して

多くの学生と交流することができました。食生活の面では自炊であったため自分

で買い出しをしていました。共同キッチンで料理を作っていたのでルームメイト

とともに作業をすることも多く、会話が絶えない生活であったと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地の知り合いとルームメイトとのハイキング 

水泳のチームの男子メンバー 

 

○その他留学全般にわたる感想 

    1年間というのは長いようで実際は大変短いものだと感じました。限られた

1年という時間をどう有意義に使うかというのをよく考えて留学生活の中で実

行に移すことができたと思います。特に部活を通して経験したことは他では味
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わうことのできない唯一無二のものであったと思います。1年間の留学を通して

今までは少しためらってしまったことに自分から挑戦できる、挑戦力というも

のが身についたので今後の生活につなげていければと思います。 

 

○渡航費補助について 

  家系的にも苦しい経済状況の中で渡航費補助をいただきたいへん感謝してい

ます。この補助金のおかげで自分の海外生活での選択肢の幅が広がりました。こ

の感謝の気持ちを忘れずに今後、自分の学んだことを活かし社会に貢献していき

たいと思います。 

 

 


